
 
 

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）による企業変革の有効性を理解し、 
自社のＤＸ推進に向けたポイントを習得する。 

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進 

受講料 
3,300 円 

（税込） 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 富山支部 

ポリテクセンター富山 生産性向上人材育成支援センター 

生産性センターHP 

☎：0766-28-6903   ✉：toyama-seisan@jeed.go.jp 

【推奨対象者】 ☆ 管理者層 

【 受講内容 】 ① ＤＸ概論 

 ② ＤＸ導入事例 

  ③ ＤＸ戦略の導入    ◆その他演習◆ 

・ＤＸの事例が知りたい 

・顧客及び社会のニーズを基に、ビジネスモデ

ルを変革させたい 

・従来の組織、企業文化・風土を見直したい 

・ＤＸの推進に必要な社内体制を構築したい 

・ＤＸの推進に必要な知識、デジタル技術を知

りたい 

・各企業における DX 推進の動向を知る 

・ＤＸを推進する関係者間での共通理解の形成や

社内推進体制の整備といった事業変革の環境

整備への取り組みが必要なことを理解する 

・ＤＸ推進のための経営のあり方、仕組みを理解

する 

・現状の課題から、ＤＸ推進のためにとるべきアク

ションを検討できる 

・ＩＴ新技術の動向を知る 

生産性向上支援訓練オープンコースのご案内 

（コース番号：22-16-12-119-032） 

開講日／令和 5 年 12 月 8 日（金） 

時間／９：3０～１６：3０ 
（昼食休憩１時間程度を含む） 

会場／富山県総合情報センター 
（富山市高田 527） ※無料駐車場あり 

定員／１5 名（最少催行人数６名） 

※先着順。定員になり次第締め切らせていただきます。 

申込締切日／11 月 24 日（金） 
※申込締切日を過ぎての受講希望についてはご相談ください。 

 

課題・目標  

コース概要 

課題解決・目標達成 



時間

合計 6h

コース名 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

コース番号 ２３－１６－１２－１１９－０３２ 受講料 ３,３００円（税込）

日　程 令和５年１２月８日（金） 時　間 ９：３０～１６：３０

概　要
ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）による企業変革の有効性を理解し、自社のＤＸ推進に向けたポイント
を習得する。

推奨対象者 管理者層

実施機関 株式会社 日本能率協会コンサルティング

開催場所
株式会社 富山県総合情報センター（情報ビル）
〒930-0866　富山市高田527番地  　ＴＥＬ　076-433-1371

　カリキュラム内容

■ＤＸ概論

（１）DXとは
・企業運営で避けては通れないDX(デジタル・トランスフォーメーション)の背景とその必要性
を考察する。DX時代の具体的なITツール（ERP、グループウェア、RPA、BIツールなど）とそ
の課題について解説。

（２） 企業に求められる変革
・第４次産業革命時代における今後想定される破壊的イノベーションを念頭に、データとデ
ジタル技術の活用によって、どのような新たな価値を目指すのか、企業に求められる変革
から自社に照らして考察する。

（３） DXの認知・理解（目標設定）
・DXの推進にあたって、経営者および管理者層自らが変革に強いコミットメントを持ってどう
取組んでいくのかのガイドラインとなる指標および目標の設定について解説する。

2h

■ＤＸ導入事例

（１）ＤＸに成功した事例紹介
・経営戦略とビジョンの実現と紐づけられた形で、経営者および管理者層が新しい挑戦を促
してデータやデジタル技術を活用して新たなビジネスモデルを構築した取り組み事例を紹介
する。

（２）成功の要件（戦略性、費用対効果）
・紹介した事例から成功要件となる３つのポイントを解説する。DXの推進はすぐに完了・成
功するものではなく、全社を挙げて中長期的な視点で進めていくことが重要であることを理
解する。

2h

■ＤＸ戦略の導入

（１）ＤＸ推進体制の整備
・DXを成功させるために、経営者および管理者層がDXでどのように価値を生み出し、どの
ようにビジネスを変革するのかを明確にし、推進のための人材や予算を割り当て、現場との
意思疎通を図りながら、社内全体の意識を変えていくための体制整備について解説、考察
する。

（２）業務プロセスの再設計
・DX推進に集中するための業務効率化・改善とビジネスモデルの変革を実行するために必
要となる業務プロセスの再設計について解説する。自社においても業務の可視化、業務改
善がどのように影響するのか考察し、DX推進の短期的取組イメージを具体的にする。

（３）ＤＸの具体的な取組領域の決定
・業務環境のオンライン化、デジタル化、顧客視点のデジタル化によって見えてくる、自社で
は難しい協調領域と自社の強みである競争領域を識別し、各領域への戦略的な具体的な
取組みを決定するプロセスおよび考え方を解説し、自社に置き換えて考察する。

（４）ＤＸを推進するためのデジタル技術の概要
・DX推進を加速させるために必要不可欠となるデジタル技術について解説する。各デジタ
ル技術を活用することで、ビジネスがどのように変革していくのか、経営戦略的な視点で理
解し、DX推進計画の具体的な立案ができるようにする。

2h

※上記内容は、諸般の事情で多少の追加や変更等がありますことを申し添えます。


